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１． 研究計画の概要 
 
本研究の目的は、地球の進化に重要な役割を
果たしているにもかかわらず、未解決問題が多
く残されている花崗岩類の成因について、詳
細なデータが蓄積されつつある西南日本-韓
半島を対象とし、年代学、岩石学、および地球
内部ダイナミクスの手法を統合して、その全体
像明らかにすることである。この目的のために、
鉱物年代測定（火成作用の時空分布の解明）、
溶融の相平衡・微量元素の分配の解析（源岩
および溶融条件の解明）、地殻・マントルの熱
構造・対流のシミュレーション（ダイナミクスの解
明）をそれぞれ推し進めると同時に、これらを強
力にリンクさせて統合化を目指す。 

 
２．研究の進捗状況 
 
（１）西南日本における調査・試料採取：
まず、初年度、2007年 1月に、韓国側研究
者（Prof. Jwa, Prof. Kwon）と一緒に、四国高松
市周辺の花崗岩地域の調査・サンプリングを
実施し、当該地域には、大きく分けて３種類の
花崗岩があることを見出した。それぞれの代表
的な産地は、南部中央構造線沿い、讃岐平野
東部、および讃岐平野北部（庵治花崗岩類）
である。さらにそれぞれについて南北方向の
年代変化・岩質変化をとらえる目的で、合計２
６試料のサンプリングを行った。2008 年 1 月に
は、初年度の北方に調査・サンプリング地域を
広げ、瀬戸内海の豊島、小豆島、岡山県南
部・中部、兵庫県南西部に分布する白亜紀の
花崗岩地域の調査・サンプリングを実施し、当
該地域には、大きく分けて２種類の花崗岩があ
ることを見出し、さらに合計約３０試料のサンプ
リングを行った。3年目にあたる 2008年 6月に
は、再び、韓国側研究者（Prof. Jwa, Prof. 

Kwon）と一緒に中国地方中央部から山陰地域
周辺の花崗岩地域の調査・サンプリングを実
施し、約 30 地点の調査・サンプリングを完了し
た。 
 
（２）西南日本については、（１）の調査に
より、南北方向に比較的均質な空間分布で
試料が揃った。これらの試料処理について
は、26試料について年代測定が終了した段
階である。 
 
（３）韓国側については、試料採取、年代
測定とも完了し、約 30試料についての年代
データ、100 超の全岩化学組成データがそ
ろい、岩石学的な解析も終了した。その結
果、下部地殻の角閃岩が１０％程度溶融し
てフェルシックなマグマを生成し、かつマ
ントル由来の玄武岩質マグマと混合して幅
広い組成変化を生み出していることが推定
された。 

 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
理由：調査・サンプリングは、予定よりやや
早く 3年目の前半で終了したが、サンプルの
解析がやや遅れており、結果として、ほぼ予
定通りの進行状況である。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
（１）西南日本で採取した岩石試料の解析、
年代測定をこれまでと同様の手法によりさ
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らに推し進め、南北方向での時間変化を詳細
に解明する。 
 
（２）韓国側で確立した岩石学的解析方法を
西南日本にも適応し、原岩および溶融条件の
推定を行う。 
 
（３）数値モデリングに基づいて、西南日本
－韓国における白亜紀－第三紀の花崗岩質
マグマの活動およびテクトニクスについて、
その機構・変遷のモデルを提唱する。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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